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今月の市民 

人 口／63 ,246人（-228) 

男 ／29 ,642人（-150) 

女 ／33 ,604人（ 	78) 

世帯数／24,417世帯（-22) 

× 	3月31日現在（前月比）ノ 



~I原市生き活きセソタ 

生活で抱える悩みごとのご相談を受け

状況に応じたサービスを提案 

仕切りをはずして多目的ホー 
大空間（182 rn）にもなります 

・一国自販機 
健診日には健診会場となります 

天基が高 
をお出迎え 

明るく開放的な空間そリラツク ーー／ 

介護尋防臓ばじ血高齢者吻乞くマ、が目常 



に 

陥同発五所川原市生き活留センターが開館レも個同から入
髪が開放されまレた③当センター謄市『＝、白置ク⑩園智
方々を対象とした入浴サーピス⑩月ヴかど市民
＠向上を図るため⑩復合花設ですo  、×、に～ 

至
川
山
 I市民プ‘Jレ・ 
.  

五り、 	Iスーパ」く’み園オルテンンア 
‘ー ’ 	 " 
	’地晦祉センター 

コンビニ 

至市内I--“二二 至金木 

プラザマリュウ‘ 

至 
市 
内 

9O37-OO65 五所川原市字幾世森2 18-6 
TEL38-3939 FAX34-1 018 

）
至
市内
 

女子脱衣室 機械室 

男子浴室 ステーi 男子脱衣室 

0 

リフレッシュルーム 

女子浴室 

鳳水ノ護ぢ魅力 

自然光あふれる浴場『 ー一 

く 

休憩室 

申一 お風呂のあとはお弁当 
さあ午眼も’ ' ’ゆっくC）して 一 

e起らiオ〕i為~l 	I ' 

ステージ上でIま
力ラオケや手踊

りを披露 

◇入浴施設の利用案内◇ 

①利用日 毎週月・水・土曜日（その他センタ 

内施設は月から土曜日までご利用できます。日 

曜日、祝日及び年末年始は休み） 

②利用時間 午前 9時から午後 4時まで 

（その他センター内施設は午後 5時まで） 

③利用料金 350円（開館時間内において、入浴施 

設以外の休憩室、リフレッシュルームもご利用 

できます） 

（※入浴できる方は、市内に居住する60歳以上の 
方です。初めてのご利用の際に「利用者登録」 

が必要となります） 

④利用上の留意事項 

・センター内は禁酒禁煙です（飲酒後の入浴はお

断りすることがあります）。 

・風邪や皮ふ病などの伝染病のときは、入浴はで

きません。 

・体調がすぐれないときは、入浴を控えてください。 

・血圧計を備え付けていますので、健康管理に役

立ててください。 

・温泉・水資源は大切にお使いください。 

‘利用者の方々は施設内の衛生面に配慮し、皆さ

んが快適にご利用できるようお互いに気を配り

ましょう。 
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電
憂鋤
動
切
讐
り
り
 

倉
尊
6
8最
吻
 
箇
の
暑
叩
兎
竃
8
う
 

人
権
擁
護
委
員
の

功
績
に
 

法
務
大
臣

感
謝
状
贈
呈
 

坂
本
憲
 
昭

さ
ん
 

人
権
擁
護
委
員
を
多
年
歴
任
さ
れ
、
 

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ

れ
た
坂
本
憲
昭
さ
ん
（錦
町
）
に
対
し
、
 

そ
の
功
績
を
讃
え
る
法
務
大
臣
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
、
四
月
十
一
日
に
青

森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局
に
お

い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

坂
本
さ
ん
は
、
十
三
年
の
永
き
に

わ
た
り
人
権
の
啓
発
と
思
想
の
普
及

高
揚
に
貢
献
さ
れ
、
数
多
く
の
方
の

相
談
に
応
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
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人
権
擁
護
委
員
は
…
女
性
や
子
ど
も
、
 

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
へ
の
人
権

侵
害
や
差
別
に
つ
い
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

相
談
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
 

詳
細
は
市
民
課
（
内
線2
0
2）ま
で
。
 

四
月
ニ
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
 

長
橋
地
区
住
民
協
議
会
（
土
岐
春
夫

会
長
）
主
催
の
ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま

つ
り
が
津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（
神

山
）
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
行
楽
客

が
香
し
く
咲
く
白
梅
・
紅
梅
を
楽
し

み
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
津
軽
平
野
と
岩
木

山
を
眺
む
高
台
に
あ
り
、
約
二
千
本

の
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
、
暖
か
な
春

の
日
差
し
の
も
と
、
家
族
連
れ
な
ど

が
梅
園
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

ま
つ
り
期
間
中
、
園
内
で
は
登
山

唯
子
の
ほ
か
民
謡
シ
ョ
ー
、
ゲ
ー
ト
 
 ボ

ー
ル
大
会
な
ど
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
た
ほ
か
、
婦
人
部
に
よ
る

食
堂
、
お
で
ん

・
そ
ば
、
手
づ
く
り

の
梅
漬
け
や
味
噌
が
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。
 

一
度
途
絶
え
た
梅
ま
つ
り
は
、
平

成
十
三
年
、
地
元
住
民
協
議
会
で
実

行
委
員
会
を
作
り
復
活
し
今
回
で
七

回
目
。
土
岐
会
長
は
 「
天候
に
恵
ま

れ
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
 
と
話
し
、盛
況
を
願
っ
て
い

ま
し
た
。
 

金
木
高
等
学
校
 

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

金
木
高
等
学
校
（
根
城
隆
幸
校
長
）
 

の
一
年
生
六十
七
人
は
、
四
月
二
十
日
、
 

桜
ま
つ
り
開
催
前
の
芦
野
公
園
の
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
新

一
年
生
の
課
外
活
動

の
一
環
と
し
て
毎
年
桜
ま
つ
り
前
に

清
掃
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
 

生
徒
た
ち
は
、
き
れ
い
な
公
園
で
、
 

た
く
さ
ん
の
観
光
客
に
来
て
も
ら
い

た
い
と
清
掃
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
 

シ
ル
パ
ー
パ
ワ
ー
乙
「
．
 

清
掃
奉
仕
 

五
所
川
原
市
シ
ルバ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
友
の
会
 

五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
友
の
会
（
会
長
・
乗
田
孝

一
理

事
長
）
は
、
四
月
十
三
日
、
会
員
百

八
十
人
が
市
庁
舎
周
辺
や
岩
木
川
河

川
敷
の
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。
 

市
役
所
前
の
お
祭
り
広
場
周
辺
で

は
、
雪
が
解
け
顔
を
出
し
た
枯
れ
草

を
集
め
た
り
、
側
溝
の
泥
上
げ
を
行

い
、
環
境
美
化
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

毎
年
参
加
し
て
い
る
会
員
男
性
は
、
 

「
街を
き
れ
い
に
す
る
に
は
、
地
道

に
継
続
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
。
元

気
に
動
け
る
う
ち
は
、
ま
だ
ま
だ
頑

張
る
」
と
、
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
の
健

在
ぶ
り
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
つ
り
終
了
後
も
、
例
年
、
 

五
月
上
旬
ま
で
見
ご
ろ
が
続

き
ま
す
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入
館
者
9
0万
人
達
成
 

太
宰
治
記
念
館
『

斜
陽
館
』
 

四
月
二
十
四
日
、文
豪
・
太宰
治
の

生
家

「
斜
陽館
」
 
で
は
、旧
金
木
町
が

買
い
取
り
修
復
復
元
を
経
て
平
成
十
年

四
月
十
七
日
に
開
館
し
て
以
来
の
入
館

者
数
が
、
九
十
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
 

老
人
ク
ラ
ブ
の
旅
仲
間
と

一
泊
二
日

の
旅
行
で
斜
陽
館
を
訪
れ
九
十
万
人
目

と
な
っ
た
杉
本
美
智
代
さ
ん

（7
3歳
・

北
海
道
北
斗
市
）
に
は
、
花
束
と
記
念

品
と
し
て
太
宰
餅
や
う
め
ロ
マ
ン
な
ど

の
地
元
銘
菓
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 「若

い
頃
、
太
宰
の
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
が

あ
る
ん
で
す
よ
」
と
話
す
杉
本
さ
ん
は
、
 

「
驚
きま
し
た
。
素
敵
な
出
来
事
に
な

り
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

い
つ
も
心
に
 

『
火
の
用
心
』
 

春
の
火
災
予
防
運
動
 

四
月
九
日
か
ら
一
週
間
、五
所
川
原

地
区
消
防
本
部
は
春
の
火
災
予
防
運
動

を
展
開
し
、
防
火
を
訴
え
ま
し
た
。
 

十
一
日
に
は
、
五
所
川
原
地
区
の
保

育
園

・
幼
稚
園
児
に
よ
る
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
や
五
所
川
原
地
域
防
災
協
会
の
皆

さ
ん
が
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
し
て

「
火の

用
心
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
 

一
日
消
防
官
と
し
て
救
急
法
を学
ん
だ

ほ
か
放
水
訓
練
な
ど
を
体
験
し
た
成
田

静
香
さ
ん
、
演
松
真
美
さ
ん
、成
田
和

香
子
さ
ん
は
「
救
急
法
をあ
わ
て
ず
正

確
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
 「消

防
服
が
重
く
て
大
変
さ
が
わ
か
っ
た
」
 

な
ど
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

子
ど
も
達
の
 

健
や
か
な
成
長
を
願
う
 

子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
パ
ル
 

四
月
二
十
一
日
、中
央
公
民
館
で
第

十
回
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
参
加
し
た
親
子
連
れ
約
百
五
十

人
が
楽
し
い
一
日
を過
ご
し
ま
し
た
。
 

子
ど
も
達
は
駐
車
場
に
五
十
匹
の
こ

い
の
ぼ
り
を
あ
げ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

泳
ぐ
様
子
に
大
き
な
拍
手
を
お
く
り
ま

し
た
。
ま
た
、
大
ホ
ー
ル
で
は
グ
ル

ー
 

プ
に
分
か
れ
、色
と
り
ど
り
の
色
紙
を

使
い
マ
ン
ガ
の
主
人
公
や
動
物
を
か
た

ど
つ
た
か
わ
い
い
こ
い
の
ぼ
り
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
、
参
加
者
全
員
で
子
ど
も
達
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。
 

ー
ど
ー
つも
あ
り
が
と
ーつ
 

ご
ざ
い
詐
し
た

ー
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
新
日
本
舞
踊
藤
都
流
（
藤
都
誉
美

穂
家
元
）
【
三
万
円
（
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
公
演
の
益
金
）
。
 

〇
コ
ー
プ
あ
お
も
り
五
所
川
原
地
域
 

H
寄
贈
（
布
巾
百
三
十
枚
）
。
 

⑥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
七
和
へ

〇
五
所
川
原
市
畳
組
合
（
松
本
勝
義
 

組
合
長
）
七
名
H

奉
仕
（
畳
の
表
 

替
え
）
。
 

科
学
の不
思
議藩
学ん
で
発明
G
お
う
I
 

「
 
五
所
川
原
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
開
講
式
 

松本会長・・・持てる技術を地域のために役
立てたい。気持ちよく畳を使っていただ
けたらうれしいです。 

四
月
二
十
一
日
、
五
所
川
原
市

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

（福
士
寛

美
会
長
）
の
開
講
式
が
五
所
川
原

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
会
員
証
を

手
渡
さ
れ
た
市
内
の
小
学
三
年
生

か
ら
中
学
ニ
年
生
ま
で
の
三
十
」1
 

人
は
、
今
年
度
中
に
二
十
四
回
の

教
室
を
受
講
し
ま
す
。
 

開
講
式
後
は
さ
っ
そ
く
、
 「
静

電
気
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
実
験
、
 

遊
び
に
挑
戦
し
、
子
ど
も
達
は
科

学
の
不
思
議
を
学
ん
で
い
ま
し
た
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■粗大こみ回収日程 

市町村合併により同名の町内も存在しますので、既に配布しております家庭ごみ収集カレンダーの右

上のコース名も参考に回収日を判断して下さい。また、申込みから回収まで日数がありますので、カレ

ンダーに粗大ごみの回収日を記入し、出し忘れが無いようにご注意下さい。 

家庭こみ

回収コース 

A 

回収日 

5/22 

曜日

火 

回 収 対 象 町 内 会 

千鳥団地、みどり町 1丁目～ 8丁目、八重菊 

B
  

6/1 金 小曲、沼田 

5/25 金
  

尻無、十川町、下平井のー部（23班）、長橋広野（浄化センタ一周辺）、 
若葉 1丁目～若葉 3丁目（若葉第一・第ニ・若葉市営住宅）、若葉県営住宅 

C 5/29 火
  

平井町、上平井町、中平井町、長橋橋元（旧五所川原小跡地）、下平井町、幾世森、末広町、蘇鉄、 
芭蕉、敷島町（菊地シ一ト・原表具師店の 2 ケ所）、西若葉、若葉苑、新宮、新宮町、新宮ニュ 
ータウン、雛田・さっき町（五能線と津鉄の線路に挟まれた地域） 

D 6/1 金
  

旭町、敷島町（菊地シ一ト・原表具師店の2 ケ所を除く）、幾島町、柏原町、大町、寺町、錦町、 
元町、成田町、柳町（第ー・第ニ）、雛田・東雲町・さっき町（五能線線路より市内側） 

E 5/24 木
  

蓮沼、平和町、日の出町、不魚住、湊〔千鳥（千鳥団地を除く）・船越〕、雇用促進住宅、「姥蒐
橋市内寄り・栄橋市内寄り」の地域 

F
 

G
  

5/21 月 松島町 1 丁目～8丁目、東松島、青葉町、ーッ谷（旧十川より東側）・一ッ谷第 20班・一ッ谷団地 

6/18 月
 

木
  

石岡第6・7班、漆川（袖掛の一部）、吹畑 

5/31 
ーッ谷（旧＋川より西側）、さっき町（津鉄線路より一ッ谷側）、鎌谷町（国道 339 号沿い～防 
災センタ一前を除く）、鳥森、下り枝 

6/7 木 田園町、はるにれ町 

H 6/4 ロ
H
  

鎌谷町（国道 339 号沿い～防災センタ一前）、田町、栄町、弥生町、布屋町、新町、川端町、岩
木町、本町、東町 

~ 6/14 木 高野、前田野目、持子沢、羽野木沢、原子、俵元、梅田、中泉、豊成 

J
  

6/8 金
  

よ“
 
一
ロ
田
 

高
 
瀬
 
鶴
 
ケ
 
岡
 
井
 
上
 
山
 
中
 
山
 
下
 
山
 
長
 
橋
 
広
 
野
 
山
 
隣
 
接
 
地
 
域
 
中
 
良
 

上種
 
藻
井
 
下

町
 
藻

ー
  6/15 金 興隆、朝日、浅井、福山、野里、戸沢、神山、松野木、杉派立、福岡、若山、石田坂 

K 6/5 火
  

桃崎、沖飯詰、桜田、毘沙門、旭・新田、中崎、中野・川端、共栄、上長富、中長富、下長富、 
東長富、坂ノ上、南新、北新・中町、大正町、新町・大町、大日町、伝助町・下町、中下、南下、 
長坂、下岩崎、五本松、曙町、北下派立、下村、上町・寺町 

ー
  

6/7 木 七ッ館（虫流を除く）、広田（国道沿い及び下り松）、藤浦団地 

6/18 口
月
 

唐笠柳、石岡、水野尾、漆川、太刀打（十川町・尻無を除く）、一野坪、石畑、前落・中村、馬性、 
野崎・金山、田中、悪戸、宮田、川代田、米田、二本柳 

M 6/12 火
  

稲実、稲実団地、米崎、光ケ丘ニュータウン、みなみ広田、広平、虫流、ひがし光ケ丘、姥落（船
橋）、猫淵、三ッ谷、柳沼 

0 
6/21 木~ 嘉瀬・中柏木 

6/28 ~ 泳」 喜良市・更生 

N
  

6/19 1 火~ 川倉・藤枝・蒔田・神原・沢部 

6/利 ■ 大東ケ丘・旭ケ丘団地・昭和町・見晴町・山道町（上・中・下）・田町・南新町 

6/29 1 歴1 上記以外の金木地区 

P 
5/22] 竺］ 相内・＋三 

5/29 I 火 I 桂川・太田・磯松・脇元 

※指定ごみ袋に入る大きさの家電製品等（テレビを除く）は普段の燃やせないごみに出すことが

できます。市で処理できないごみについては、ー般廃棄物収集運搬業者又は販売店に依頼し、 

適正処理してください。 

お問い合わせ 環境対策課 232・233 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 19年 5 月 1 日 6 



菱 雪麟 
平成 19 年度粗大ごみ無料回収は、年1回春のみの実施となります。指定ごみ袋に入らない大型の燃や

せないごみのうち、市で処理可能なものについて回収しますので、希望される方は下記のとおり申込み

下さるようお願いします。この機会以外で処分するには、一般廃棄物最終処分場に自己搬入するか一般

廃棄物収集運搬業許可業者に直接依頼することになり、いずれも有料となります。 

◆申込みの流れ 

①環境対策課から町内会長等に申込書を送付します。 

②申込書が町内会に送付されましたら、「粗大ごみの排出場所」と「町内会申込締切日（取りまとめ者 

への提出期限）」 を各自で決めて申込書に記入のうえ回覧して下さい。 

③家庭に申込書が回覧してきたら、申込書の回収対象品目表を確認のうえ希望品目を記入して下さい。 

④回覧の終わった申込書は、町内会申込締切日までに取りまとめ者に出し、取りまとめ者は環境対策 

課窓口申込書締切日〔5月 14 日（月）〕までに申込書を提出して下さい。（総合支所窓口経由可） 

⑤提出された申込書はチェックされ、回収不能なものについては町内会長又は環境対策課から連絡が 

いきます。 

⑥連絡が無かった物については、回収可能ですので回収日に町内会で指定した場所に希望品目を出し 

て下さい。 

⑦申込品目の変更や追加、申込書が回覧されなかった場合については、 5 月 15 日から各収集日前日ま 

でに電話で受付します。 

◆受付個数】1世帯につき 5 個まで。 

◆出 し方 粗大ごみに出したものと判断できるよう、必ず名札または氏名を書いた紙を貼り、収集日 

の朝8時までに出してください。 

◆環境対策課窓口申込書締切日：5月 14 日（月）・・・申込書での締切日 

     

収集できる品目（金属、プラスチック製等のもので次に挙げるようなもの） 

  

        

 

スチール製テーブル及びイス・スノーダンプ・スチール棚・電子レンジ・ビデオデッキ・掃除機・自

転車・ガステーブル・スキー・物干し竿（折り畳むこと、台は除く）・えんとつ・米びつ・トタン（日

曜大工で出る程度のもの）・室内用灯油タンク（スチール製）・バッテリー・ストーブ等。 

※ストーブなど火気を扱うものは必ず電池と灯油を抜いてください。ポリタンクは中身がない状態の物。 

 

        

  

収集できない品目 

 

        

  

1
2
3

4
5
6
7
 

、ノ
、
ノ
、
‘ノ
、
．I、
‘ノ
、
・
ー
 

、
ノ
 

木製や布製などの可燃性の粗大ごみ（木製テーブル・木製イス・タンス・じゆうたん・ふとん・たたみ等） 

適正処理が困難なもの（ソファー・スプリング付きマットレス・ピアノ・エレクトーン・スピーカー等） 

危険物及びその容器等（ドラム缶・ホームタンク（室外用）・ガスボンベ・オイル缶・消火器等） 

家屋の改築や補修に伴うもの（浴槽・ふろ釜／ボイラー・流し台・建築廃材・ブロック・多量のトタン等） 

家電 I)サイクル法に定められている品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機） 

パソコンリサイクル法に定められている品目（ノートブックパソコン、デスクトップパソコン本体、ディスプレイ） 

その他（バイク及び自動車等の部品・農機具／農業用資材・タイヤ・リヤカー等） 

 

紙I'サイクルが始まっています 
従来「燃やせるごみ」として出すことの出来た「新聞・チラシ」「ダンボール」「紙パック」「雑誌・

本」の紙類について、4 月から紙リサイクルの日に各集積所へ出すことになりました。収集日は

地域により違いますので、毎戸配布されている「家庭ごみ収集カレンダー」及び「家庭ごみ分別表」 

を確認ください。お持ちでない場合は環境対策課で用意しています。ごみ減量化と資源化にご協

力くださるようお願いします。 
環境対策課 232・233 
	 ーノ 
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狂菱病 a防集合注射k 犬⑩登録泡実胸I 考 MJ 
環境対策課 内線 233・234 

狂犬病予防法により、飼い主は犬を登録し年 1回予防注射を

受けさせることが義務づけられています。集合注射の会場では、 

犬の登録や変更届、予防注射の手続きができます。 

登録済みの方には、「注射申請カード」が送付されますので、 

必ず持参して来てください。 

市が行う集合注射は春のみの実施となります。日曜日も会場を
準備しておりますので、どちらの会場でもご都合に合わせてお越
しください。 

新規登録料：3,000円（既に登録済みの犬は不要です。） 
集合注射料金：3,00(）円（注射代2,450円＋注射済票交付手数料550円） 

※動物病院で実施した場合、注射代のほか注射済票交付手数料 
550 円が別途必要になります。 

実施月日 】実施時間 実 	施 	場 	所 

5
 

月
  

20日 ョ
  

9:30 	'-11:30 市役所本庁舎一般駐車場車庫 
13:00 "-15:00 コミュ二テイセンタ―栄 

21日 月
  

9:00 	- 	9:30 農村婦人の家（小曲） 
9:50 へJ' ~ 0:50 五所川原保健所 

11:00 	-'-i 11:20 中央コミュ二テイセンター 
11:30 -1 12:00 しきしまコミュ二テイセンター 
13:10 	'-1 13:50 北部コミュ二テイセンタ― 
14:10 	'-'- 15:00 五所川原市森の家 

22日 火
  

9:30 	" 同 10:10 富士見コミュ二テイセンタ― 
10:20 	-'-- 11:00 コミュ二テイ防災センタ一（鎌谷町） 

11 】20 	- 一’ 12:00 地域職業訓練センタ― 
13:30 -' ~ 4:30 松島会館 

14:50 	-'--1 ~ 5:10 田園町集会所 

23日 水
  

9:00~ 9:30 みなとコミュ二テイセンタ一 
9:40 	'-i 10:00 サンプラザはるにれ 

10:10~ 1 10:50 姥葱集会所 
11:00 	-'-' 11:40 稲実集会所 
13:00 	-'1 13:20 柳沼町内会第ー緑地 
13:30 	---1 14:50 みなみ広田町内会集会所 

24日 木  

9
:
3
0
 
-
1
 

10:20 ごしよがわら市農協栄支店 

10:30 	-1 10:50 浅井集会所 

11:00 	'-'-1 11:30 七ッ館屯所 
13:00 -1 13:30 梅沢コミュ二テイセンタ― 
13:40 	'-'-1 14:10 中泉集会所 

25日 金  

9
:
3
0
~
 
9
:
5
0
 

種井集会所 
10:00 	'-1 10:20 田川集会所 

10:30 	'-1 10:50 高瀬集会所 
11:00 へ -1 11:40 コミュ二テイセンター三好 
13:00 	-1 14:00 藻川コミュ二テイ消防センター 

27日 口］  

930 - 1 1
0
:
0
0
 

喜良市改善センター 
0:20 	-'-1 11:30 金木総合支所車庫 
&30~1 14:30 市浦総合支所駐車場 

28日 口
H  

0:30 	--1 1
1
:
1
0
 

太田公民館 
1:30 	-'--1 ~ 1:50 秋田谷浩宅前 
3:20 -11 14:20 基幹集落センター 

29日 火  

α00 -'- 1 ~0
:
4
0
 

老人生きがいセン夕ー 
1:00 -1 ~ 1:50 磯松公民館 
3:30 	-'-1 ~ 4:40 十三公民館 

30日 水  

9:30 	'- 	9:50 喜
良
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
神
社
前
）
 

9:55 	"-1 10:10 更生研修センター 
0:20 	-1 10:40 大橋義美宅前 
0:50 	-'l 11:00 桑田優子宅前 
1:10~ 1 11:40 柏木団地 
3:00 	'-1 13:20 今憲雄宅前 

3:30 	'-1 14:00 喜良市改善センター 

4:10 	'-1 15:00 東部コミュ二テイセン夕ー 

5:10 	'-1 15:20 旭ケ丘団地集会所 

, ミ施月日 実施時間 実 	施 	場 	所 

（、
 

月
  

31日 木
  

9:30 	'-1 ~ 0:00 須崎悠悦宅前 

10:10 	-1 10:30 小野鮮魚店前 
10:40 ・、11 10:50 小松博義宅前 

11:00 	'-1 11:30 嘉瀬コミュ二テイ消防センタ― 
11:40 	-1 12:00 嘉瀬老人福祉センタ― 
13:20 	-1 13:40 対馬武春宅前 
13:50 	'-1 14:50 嘉瀬公民館 
15:00 	-1 15:10 中柏木コミュ二テイセン夕ー 

6
 

月
 

旧
  

金
  

9:30 一 - 	9:50 其田石油スタンド前 
9:55 	-'-1 0:10 川倉ふれあいセンタ― 

10:20 -1 0:50 田中新一宅前 

11:00 	'-1 1:30 竹内昇宅前 
11:35 	'-1 1:50 藤枝集会所 
13:00 -1 3:40 招魂堂前 
13:50 	-1 4:00 白寛建設前 
14:05 	-'--1 4:25 蒔田老人憩いの家 
14:30 	-1 4:40 神原コミュ二テイセンタ― 
15:00 	'-1 5:10 大東ケ丘コミュ二テイセンター 

2 日 土
  

10:00 	-1 0:40 嘉瀬コミュ二テイ消防センタ― 

11:00 	-1 1:40 川倉ふれあいセンタ― 
13:30 	-1 ~ 4:30 市浦総合支所駐車場 

4 日 月
  

9:50 	'1 10:20 金木老人福祉センタ― 

10:30 	'-1 11:30 西部コミュ二テイセンタ― 
13:00 	'-1 15:00 金木総合支所車庫 

5 日 火
  

9:30 	-i ~ 0:00 コミュ二テイセンター中川 
10:10 	-i 10:30 沖飯詰集会所 
10:40 	-i 11:00 桜田屯所 
11:10 	'-1 12:00 毘沙門・長富コミュ二テイセンター 
13:00 '-1 13:30 長富コミュ二テイ消防センタ― 
13:40 "-1 14:00 共栄集会所 

6 日 水
  

9:00~ 	9:50 十川集会所 
10:00 - 一 10:30 ―野坪集会所 

10:50~ 1 11:10 平町集会所 
11:20 	-'-1 11:40 興隆屯所 
13:00 	-1 13:50 コミュ二テイセン夕一飯詰 
14:00 	'-i 14:30 下岩崎集会所 

7 日 木  

9
:
3
0
 
'
-
1
 

10:00 漆川集会所 
10:10 	-i 10:40 吹畑コ二ュ二テイ消防センタ― 
10:50 	-'--' 11:20 唐笠柳神社前 
11:30 	-一‘ 12:00 米田神社前 
13:00 へJ' ~ 3:30 水野尾コミュ二テイ消防センター 
13:40 - 一 ~ 4:10 ふれあいハウスかいどう 

8 日 金  

9:30 	'- 	9:50 前
田
野
目
屯
所
前
 

10:00 	'-1 ~ 0:20 前田野目公民館 

10:30~ 1 10:50 高野文化センター 
11:00 	-1 11:20 贋峰神社前（高野） 
11:30 	'-'l 11:50 持子沢コミュニテイ消防センタ― 
13:00 	'-1 13:30 コミュ二テイセンタ一七和 
13:40 	- 一 1 14:00 コミュ二テイハウス原子 
14:10 	---1 14:40 俵元農産物加工セン夕― 
14:50 	--1 15:10 豊成稲荷神社前 

10日 円【  

9:30 "-1 1
0
:
5
0
 

地域職業訓練セン夕ー 
11 】10 	-1 12:00 コミュ二テイセンター松島 
13:20 	'.'l ~ 5:10 市役所本庁舎一般駐車場車庫 

旧  月  

9
:
3
0
 
-

一1
 
I
0
:
1
0
 

福山コミュ二テイ消防センタ― 
10:20 	-1 I1:10 野里集会所 
11:20 	----1 1:50 コミュ二テイセンタ一長橋 
13:00~ 13:30 松野木集会所 
13:40 	- 13:50 若山集会所 
14:00 へ- 14:20 戸沢集会所 

犬の散歩の際は、必ずシャベルや袋等を持参し、フンの放置は絶対しないでください。 

放し飼い及び散歩時に犬を放す行為は危険で、周囲にとって大変迷惑ですのでやめましょう。 

登録と狂犬病予防注射は、室内犬・室外犬を問わず、生後 3 カ月以上のすべての犬が対象となります。 

実施会場の詳細等については、担当課までお問い合わせください。 

五所川原市役所 容35- 2111 平成 19年 5 月 1 日 8 
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2
0歳
以
上
の
方
は
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ばな
り

ま
せ
ん
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収
入
が
少
な
く
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
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生

納
付
特
例
制
度
を
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す
る
と
保
険料

の
納
付
が
猶
予
さ
れま
す
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礎
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内
で
あ
れ
ば
保
険

料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
がで

き
ま
す
。
た
だ
し
、
3
年
目
以
降は
、
 

当
時
の
保
険
料
に加
算
金
が
つ
く
の
で
、
 

追
納
は
お
早
め
にー

 

◆
申
請
に
必
要
なも
の
 

①
年
金
手
帳
 

②
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明書
（
コ
ピ
 

ー
可
）
 

③
印
鑑

（
認
印
で可
）
 

④
前
年
（
平
成
1
8年
中
）
の
所
得
が
 
 

あ
る
方
は
失業
や
前
年
所
得
な
ど
の

証
明
が
必
要
 

《
ご注
意
喜
学

生
納
付
特
例
制
度
は

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

お
母
さ
ん達
の
お
し
ゃ
べ
り
＆
子
ど

も
達
と
の
遊
び
の
自
由
空間
で
す
。
日

常
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
事
、
心
配
な
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
子
育
て
サ
ポ

ー
タ
ー
 

に
お
話
しく
だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
が
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

5
月
の
開
催
日
 

●

2
日
困
、
1
6日
困
 
1
0時

5
1
5時

五
所
川
原
市
生
き
活
きセ
ン
タ

ー
 

（オ
ル
テ
ン
シ
ア
と
なり
）
 

※
健
康
推
進
課
「
母と
子
の
相
談
日
」
 

も
同
時
開
催
 

●

9
日
困
、
2
3日
困
 
1
0時

5
1
5時

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 

※
N
P
o法
人
子
ど
も
ネ
ット
ワ

ー
ク
・

す
て
っ
ぷ

「お
や
こ
であ
そ
ぼ
」
も
 

平
成
1
9年
か
ら
給
与
所
得
者
の
所

得
税
及
び
住
民
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。
 

地
方
分
権
を
進
め
、
身
近
な
地
方
公

共
団
体
が
し
っか
り
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
 （
所
得
税
）
から
地

方

（
住
民税
）
へ
3
兆
円
の
税
源
が移

譲
さ
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
今

年
1
月
か
ら
所
得
税
が
減
っ
て
お
り
、
 

こ
の
6
月
か
ら
住
民
税
が
増
え
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
 

基
本
的
に
所
得
税
と
住
民
税
を
合
わ

せ
る
と
、
負
担
額
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、定
率
減
税
の
廃

止
や
収
入
の
増
減
な
ど
に
よ
り
、
実
際

の
負
担
額
は変
動
し
ま
す
の
で
、ご
留

意
く
だ
さ
い
。
 

飯
詰
ダ
ム
管
理
演
習
 

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
 

西
北
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部
河川
 

砂
防
管
理
課
 
（担
当
）木
村
・
青山
 

m
(3
5)
2l
o
7
 

飯
詰
ダ
ム
が
完
成
し
通
常
の
運
用
を

開
始
し
て
3
5年
目
と
な
り
ま
す
が
、
 

こ
の
度
、次
の
日
程
で

「
ダム
管
理演

習
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
演
習
は
、
ダ
ム
の
迅
速
か
つ
的

確
に
管
理
す
る
た
め
の
訓
練
で
、
全
国

的
に
、
毎
年
1
回
実
施
す
る
も
の
です
。
 

こ
の
た
め
、
ダ
ム
か
ら
下
流
部
の
飯
詰

及
び
毘
沙
門
ま
で
3
カ
所
設
置
して
い

る
警
報
局
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
 

●

演
習
 
5
月
1
4日
囲
、
1
0時

5
1
2
 

時
内
に
、
ダ
ム
か
ら
各
警
報
 
局
（
 

7
分
間
程
度
ずつ
の
吹
鳴
を
予
定
。
 

内
閣
総
理
大
臣

名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す
 

総
務
省
大
臣官
房
管
理
室
業
務
担
当

皿
o
3
(5
2
5
3
)5
1
8
2
 

献
o
3
(5
2
5
3
)5
1
9
o
 

先
の
大
戦
にお
い
て
、
外
地
等

（
事

変
地
の
区域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に

派
遺
さ
れ
、戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ

れ
た
旧
日
本赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及

び
旧
陸
海
軍
十
字
看
護
婦
の
方
（
慰
労

給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
 

そ
の
御
苦
労
に報
い
る
た
め
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
 

ご
本
人
、
ま
た
は
、ご
家
族
な
ど
か
ら
 

Q
」
連絡
を
お
待
ち
して
お
り
ま
す
。
 

◇
請
求
期
限
 
2
1年
3
月
3
1日
 

◇
請
求
用
紙
 
市
役
所
保護
福
祉
課庶

務
係
（
内
線
2
9
0
）
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
（総
務
省
大
臣官
房
管
理

室
へ
直
接
問
い
合
わせ
で
き
ま
す
）
。
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情
報
公
開

制
度
 

個
人
情
報
保
護

制
度
 

5
平
成

1
8年
度
運

用
状
況

5
 

総
務
課
 
内
線
4
0
3
 

 

 

 

雨
水
幹
線
整
備
工
事
の

お
知
ら
せ
 

区
画
整
理
課
 
内
線
3
4
5
 

当
市
の
情
報
公
開
制
度
、
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
今
後
と
も
公
正
で
開
か
れ

た
市
政
推
進
の
た
め
行
政
情
報
を
広
く

公
開
 
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
林
水
産
課
 
内
線

3
5
5
 

●

5
月
2
3日
困
 
1
2時
5
1
2時
4
5分

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
梅
漬
け
、
一豆
腐
、
み

そ
、
潰
け
物
な
ど
手
作
り
の
加
工
品

や
そ
ば
粉
な
ど
 

大
町
二
丁
目
地
区土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
い
、
字
上
平
井
町
地
先
道
路
に

お
い
て
雨
水
幹
線整
備
工
事
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

本
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
し
ば
ら
く

の
間
、
周
辺
の
住
民
の
方
々
や
交
通
利

用
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
ご迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
現
場
付
近
を
利
用
さ
れ
る
方

は
工
事
用
案
内
看
板
等
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
 

◇
工
事
名
 
大
町
二
丁
目
地
区
西
部
第
 

1
雨
水
幹
線
築
造
1
工
区
工
事
 

◇
工
期
（
予
定
）
5
月
上
旬
か
ら
6
月

3
0日
ま
で
 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
五
所
川

原
地
域
事
務
所
 
凪
（3
5)2
3
0
5
 

〇
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
2
0
 

歳
以
上
2
6歳
未
満
の
男
女
〔
2
2歳
未

満
は
大
卒
者
（
見
込み
含
む
）
〕
 

〇
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込み

含
む
）
は
、2
8歳
未
満
〔
海
上
技
術

幹
部
候
補
生
志
願
者
は
理
学
学
修
七

学
位
収
得
者
に
限
る
〕
 

‘
」
 

【
 

医
科
 
・
歯
科

・
薬
剤
科
 

幹
部

候
補
生
 

〇
医
科
・
歯
科
…
専
門
の
大
学
卒
（
見

込
み
含
む
）
で
2
0歳
以
上
3
0歳
未
満

の
男
女
 

〇
薬
剤
科
『：
専
門
の
大
学
卒
（
見
込み

含
む
）
で
加
歳
以上
2
6歳
未
満
の
男

女
〔
薬
学
修士
取
得
者
は2
8歳
未
満
〕
 

◇
受
付
締
切
 
5
月
1
1日
岡
 
必
着
 

◇
試
験
期
日
 

1
次

…
5
月
1
9日
田
・
加
日
回
 

2
0日
は
飛
行
要
員
の
み
 

2
次

…
6
月
1
9日
因

5
2
1日
困
の
 

う
ち
指
定
す
る
日
 

3
次

・
・7
月
1
8日
困
1
8
月
4
日
田
 

海
上
一
航
空
飛
行
要
員
の
み
 

◇
入
隊
 
2
0年
3
月
下
旬
、
4
月
上
旬
 

・―乾橋方面 昂 

	

	五所川原駅方面→ 

l旧中三方面 

開示請求の手続‘総合案内・・・総務課行政係 

請 求 件 数 
（平成 18 年 4 月 1日～平成 19 年 3 月 31日） 

区 分 
拙
明
叫
け
 

求
数
 

処理状況 
『
又
て
 

明
」
立
 

不
叱
 

開 示 一部
開示 

一
不
在

非
不
 
開
存
 

情報公開
制度 

8 件 4 件 2 件 2 件 0 件 

個人情報
保護制度 

0件 0 件 0件 0件 0 件 

計 8件 4 件 2 件 2 件 0件 

五所川原市役所 合35- 2111  平成 19年 5 月 1 日  10 

危
険
物
恥
扱
者
謝
験
J
 

予
防
課
 
内
線
2
2・
2
3・
5
4
 

●

6
月
1
6日
団
、
2
3日
田

弘
前
東
高
等
学
校
（
弘前
市
）
 

●

6
月
1
7日
⑧
、
塾
日
⑧

青
森
工
業
高
等
学校
（
青
森
市
）
 

●

6
月
幻
日
回
 

鯵
ケ
沢
高
等
学
校
（
鯵
ケ沢
町
）
 

◇
受
付
 
5
月
7
日
回
、
1
6日
困
 

※
受
験
願
書
等
は
、
消
防
本
部
及
び
最
 

寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
，,
 

伴
「
っ
事
前
講習
 

（
 

予
防
課
 
内
線
2
2.
2
3.
5
4
 

消
防
法
令
…
6
月
6
日
困
 

9
時
5
1
6時
3
0分
 

物
理
・
化
学

…
6
月
7
日
困
 

9
時

、
1
6時
3
0分
 

会
場
…
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
 

タ
ー
 

受
付
…
当
日
、
会
場
に
て
8
時
3
0分
か
 

ら
行
い
ま
す
。
 

間
い
合
せ
先
…
囲
木村
石
油
 

m
(3
4)
3
 
1
6
5
 

※
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
受
験
す
る
方

を
対
象
に
し
た
講
習
会
で
す
。
 

い

の
山
菜
採
りで
e注
意
り
 

予
防
課
 
内
線
2
2・
2
3・
5
4
 

今
年
は
暖
冬
で
山
の
雪
解
け
も
例
年

に
比
べ
て
早
く
、
待
ち
望
ん
だ
春
の
山

菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
 

入
山
さ
れ
る
方
は
「
遭
難や
ケ
ガ
」
等

な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
して
く
だ

さ
い
。
 

・

天
気
予
報
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
 

・

体
調
不
良
の
と
き
は
入
山
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
 

・

知
ら
な
い
山
や
単
独
で
の
入
山
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
入
り
慣
れ
て

い
る
山
で
も
慎
重
に
。
 

・

入
山
場
所
、
帰
宅
予
定
時
間
な
ど
は

あ
ら
か
じ
め
家
族
に
知
ら
せ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
 

五
所
加
劇
司
削
囲
，
 

第
2
回
 
放
水
競
技
大
会
 

警
防
課
 
内
線
2
8
 

昨
年
好
評
を
得
ま
し
た
「
放
水
競
技

大
会
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
当
日

は

「
金
木桜
ま
つ
り
」
期
間
中
で
も
あ

り
、
ま
た

「
炊
き
出
し訓
練
」
に
よ
る
 

「
と
ん汁
」
の
無
料
提
供
も
行
いま
す
0
 

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

5
月
3
日
困
 
9
時

、
1
1時
3
0分

ス
ー
パ

ー
ス
ト
ア
金
木
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
ノ
ア
駐
車
場
 



N
P
O
法
人
ふ
れあ
い
ネ
ッ
ト五
所
 

川
原
 
m
o昌
（
5
55
1
)8
1
00
 

m
当
中
一
一
【n
p
o・f
u
「e
a一n
e
t・
留e
Zw
e
b・n
e
J
p
 

素
敵
再

発
見

ー
 

や
さ
し
い
ふ
る
さ
と
歴
史
教
室
 

「
十
三
湊
安

藤
氏

を

訪
ね
て
・
其

の
二
」
 

一か
「
ョ〕
コ3
n
Jノ
ョ
］
 ク 

，面

遁
町
口

勺
J
 

各
種
技
能
講
習
会
 

（
社
）西
北
労
働
基
準
協
会
 

皿
（3
5)6
3
3
6
 

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
 

1
9、
2
2、
2
7、
2
9日
、
 

1
1、
1
3日
の
全
1
0回
 

「硬
式
テ
ニ
ス
教
室
 

五
所
川
原
テ
ニ
ス
協
会
 

皿
（3
4)3
1
8
8
 角
田
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
 

公
開
講
座
 
受
講生
募
集
 

m
(3
7)2
1
21
 献
（3
7)2
1
2
3
 

・

6
月
1
2、
1
5、

 

7
月
4
、
6
、
 

・

定
員
2
0名
 

大
菊
・小
菊
分
！
栽作
り
を

楽
し
も
う
ー
 
会
員
募
集
 

五
所
川
原
菊
花
晩
香
会
 

m
(3
4)3
3
5
9
 小
田
桐
 

伝
統
あ
る
菊
作
り
の
愛
好
会
で
す
。
 

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

活
動
 
生
育
に
合
わ
せ
た
活
動
・
講

習
を
行
い
ま
す
。
文
化
祭
の
入
賞
花

を
市
役
所
に
展
示
。
 

◇
対
象
 
興
味
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も

◇
入
会
申
込
 
は
が
き
で
お
申
込
み
。
 

〒
o
3
76
o
4
4
 五
所
川
原
市

字
元
町
1
2
6
1
1
 小
田
桐
 

※
会
場
は
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
。
少
人
数
の
場
合
中
止
あ
り
。
 

⑥
申
込
み
 
5
月
1
8日
岡
ま
で
に
電
話

ま
た
は
E
メ
ー
ル
で「
郵
便番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
」
をお
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
詳
細
を
郵
送
しま
す
。
 

〈
申
込
方
法〉
 

5
月
8
日
因
ま
で
に
電話
ま
た
は
F
 

A
X
で
、
住
所
・
氏名
・
年
齢
、
性
別
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

電
話
で
の
受
付
は
8
時
3
0分

5
1
7時
。
 

● 1
3時
5
1
6時
 
3
時
間
 

◇
定
員
 
3
0名
 

◇
対
象
 
成
人
で
、
で
き
る
限
り
全
日
 

程
に
出
席
で
き
る
予
定
の
方
 

◇
受
講
料
 
材
料
費
2
0
0
0円
 

・

費
用
 
受
講
料

教
材
費
 

1
6
0
0
0
円
 

1
3
0
0円
 

す
。
 

玉 

掛 

け 

「
歩く
健
康
づ
く
り
」
 

ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

参
加
者
募

集
 

五
所
川
原
歩
こ
う
会
 

m
(3
5)8
2
4
1
 
片
岡
 

つ
り
上
げ
荷
重
1
ブ
以
上
の
玉
掛
業
務
 

初
心
者
を
対
象
に
親
切
丁
寧
に
教
え

て
い
き
ま
す
。
小
学
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・
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・
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齢
者
パ
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8
月
2
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但
 
1
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1
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格
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康
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切
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期 日 学習内容 期 日 学習内容 

月
 
日
 

 
1
2(
)
 

 

ダイズの利用 
（豆腐と黒豆茶づくり） 

月
 

1田
 
日
 

自然観察 
（五農の森を巡って生態 

系などを学ぶ） 

5 月 26 日 
田 

草木染めに挑戦 
（身近な植物を使って） 

9 月 8日 
田 

クッキング 
（身近な農産物を使った 

簡単な料理） 

6 月 30日 
田 

樹木の勇定 
（樹木の勇定と管理） 

9月 29日 
田 

赤～いリンゴの加工 
（ジャムづくり） 

月
 
7田
 
日
 

アロマテラピー 
（精油を使った香水ゃク 

リームづくり） 

「あおもり県民カレッジ」の単位
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子育乙は地域のみんなの手乙二！ 

五所川原市 

×フアミリーサボートセンター 

活動紹介 

/ 
春の全国交通安全運動 
～ーて一～

/～ーーノー／ーノ 

5月11日（金）~5月20日（日） 

◇運動の重点 

1．子供と高齢者の交通事故防止 

2．飲酒運転の根絶 

3，自転車の安全利用の推進 

4，後部座席を含むシートベルトとチャイルドシ 

ートの正しい着用の徹底 

油断せず いつも心に 初心者マーク 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 

図書館からのお知らせ 

◇図書館ホームページを開設しました 
・市内3図書館の資料がインターネットで検索で

きます。 
・新着図書案内、行事案内、休館日等いつでも確 

認できます。 

アドレス http】ノノwww. goshogawaraョib.corn 

◇おはなし会のおしらせ 

今月のテーマ 「おかあさん・おとうさん」 

日 時 5月19日（土） 13時30分～14時30分
場 所 図書館2階 視聴覚室 

開館時間 5月の休館日 

五 所 川 原 
市立図書館 
1EL34 - 4334 

9時 30分～ 18時 
（土・日は 17時まで） 

毎週月曜日 
3日休巨 4日（金）・ 
17日（木） 

伊 藤 忠 吉 
記念図書館 
TEL53 - 3049 

9時 30分～ 17時 
毎週月曜日 
3日体）・ 4日は）・ 
17日（木） 

市 浦 分 館
皿62 一 2111 9時 30分～ 17時 

毎週土・日曜日 
3日休）・ 4日陰）・ 
17日（木） 

ガ地ラソシア 5月の催物案内」’ 
公33-2111 ふるさと交流目民センヲ一 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 

大
 
ホ
 
ー
 
ル
 

日
  

NHK公開録画 
13 「行くよ！後輩 16 :15 整理券 

ほいきた I 先輩」 

31 木
  

平成 19年度特別公演
怪談「牡丹燈龍」 

13 : 00 
18 : 00 

S席 6,000 円 

A席 5,000 円 

小
  

22 火
  

（社）五所 1順市シルバ一人材センター 
平成 19年度第 19回通常 13 : 30 関係者 
総会 

ホ
 
ー
 
ル
 

日
  

NHK 
「おかあさんと 

いっしよ宅配便」 
27 第1部 

ぐ～チョコランタン小劇場 
11: 00 座席指定券 

第 2部 13 : 30 
写真撮liIラ会 

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。  

提供会員の佐々木茂樹さんと益田美咲（みさき）ちゃん 
1才8ケ月 

夫婦ー緒に提供会員として登録している佐々木さん。 

美咲ちゃんのお母さんが夜勤の時、お泊り保育を行なっ

ています。 『本当の孫のように可愛いです」と美咲ちゃ

んを抱っこする佐々木さん。センターは今年10周年を迎

えました。より一層細やかな保育サーピスを提供して行

きたいと考えています。 

随時会員募集 TEL35-8953 

浄化槽設置費用の補助 

【浄化槽設置補助金制度の概要】 

市では、生活雑排水による公共用水域の水質汚濁

を防止するため、増改築により浄化槽を設置する人

に補助金を交付しています。（※新築の場合は対象外

です。） 

1．建物の用途】住宅 

2．対象の地域：公共下水道の事業認可区域以外及び 

農・漁業集落排水処理区域以外の区 

域 

3．そ の 他】市税を滞納していないこと等 

【平成19年度分申込みについて】 

市では、今年中に浄化槽設置予定の人を対象に浄 

化槽設置補助金の申込みを受け付けします。 

（※設置済の場合は対象となりません。） 

◇締切り 5月18日（必着）まで 

なお、平成19年度分の設置基数は、 4基を予定

しています。予定以上の申し込みがあった場合は、 

抽選とさせていただきます。 

◇補助金額 

5人槽（l3Onf未満） 	352,000円 

6~7人槽（l3Orri以上） 441,000円 

※補助金の額は浄化槽設置に要する費用とし、 L記 

補助金額を上限とします。 

問合せ 環境対策課（内線232) 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 19年 5月 1日 12 



2. 青森「新『石文』碑」建立資料 
「走れメロス」石碑と揮竜内容 
・場所、建立者、趣旨、除幕式等 

3 小野正文先生の近況報告 ~ 3．小野正文先生の近況報告 

中央公民飼‘////ZZ/44/／了／／ぜ戸／了 ノJ 
乙ー 

A44 
~ 』仁 二一 d 

■平成19年度「みんなの教室」受講生募集 

「みんなの教室は、初心者の方々を対象に、心豊か
で健康な暮らしづくりを進めるために、グループで

楽しみながら学習するものです。 

・期 間 5月から11月まで12回開催 

・受講料 無料（材料費等は実費） 

・申込み はがき、電話またはフアックスで、希望
教室名・住所・氏名・性別・電話番号を記入し、 
中央公民館へ申し込みください。原則として一人 

1教室。 

〒 037-0016 五所川原市字ーツ谷504- 1 
五所川原市中央公民館 
・申込締切 5月16日困 ※開講後も受講可能です。 

・開校式 5 月17日困 10時 中央公民館 

・その他 決定通知はしませんので、開校式に出席
してください。 
（開校式で、各教室の日程の打合せを講師ととも

に行います。） 

金木公民飼I A AA' A IA 
■『かなぎ陶芸教室』会員募集 

陶芸家の講師による指導あり 

・活動日 4月～11月まで 
毎週木曜日 19 : 00-'21 : 00 
毎月第2・第4月曜日 19 : 00-21: 00 

・場 所 金木公民館 

・受講料 年会費3,000円（他に材料費等は実費） 

。申込み TEL53-2225 鳴海（随時受付） 

。問合せ 金木公民館 TEL53-3581 

■【スポーツダンスの会】会員募集 

。活動日 4月～翌年 3月まで 

毎週月曜日 13 : 00-15: 00 
・場 所 金木公民館 

・会 費 無料  

開催教室―覧 

教 室 名 曜日 時 	間 
ス ポ ー ッ 火曜日 10 時～ 12 時 

茶道（遠州 ~流） 月曜日 13 時～ 15 時 

小原流生け花 火曜日 10 時～ 12時 

書 	道 水曜日 10 時～ 12時 
着 	付 	け 金曜日 10 時～ 12時 
盆 	栽 木曜日 18時～20時 
津軽三味線 土曜日 18時～20時 

パッチワーク 木曜日 10時～ 12時 

英 	会 	話 水曜日 19時～21 時 

中 	園 	語 金曜日 19時～ 21 時 

囲 	碁 土曜日 14時～ 16時 

手 	編 	み 火曜日 10 時～ 12時 

太 	極 	拳 木曜日 19 時～ 21 時 

軽スポ― ッ 月曜日 10時～12時 

★曜日、時刻は講師の都合で変更する場合もあります。 

AAAAAAAAAAAAA' 
・申込み TEL34-0987 佐藤（随時受付） 
・問合せ 金木公民館 TEL53-3581 

■第131回「太宰を語る（月例）会」 

・日 時 平成19年5月16日困 午後7時～ 
・場 所 金木公民館（椅子席） 

1. 「太宰作品」解説と鑑賞 

・作品 『列車」 
・朗読～田山和子 

平成19年度青年海外協力隊・シニア海外ボ ソラィア募集 
青年海外協力隊・シニア海外ボランテイアは、技術や経験を生かして開発途上国の人々と共に生活し、 

相互協力を図りながら協力活動を展開していく海外ボランティア活動です。 

青年海外協 力隊 シニア海外ボランテイア 

応 募 資 格 満 20 歳から満 39 歳 満 40 歳から満 69 歳 

募 集 職 種 
農林水産、加工、保守操作、土木建築、 
保健衛生、教育文化、スポーッ、計画・行政の 8 
部門 

計画・行政、公共・公益事業、農林水産、 
鉱工業、エネルギー、商業・観光、人的資源、保 
健・医療、社会福祉の 9分野 

派 遣 期 間 原則 2年間（短期派遣制度もあります） 1年または 2年間 

■お問合せ先 JICA 青森デスク TELO1 7-735-2249 
〒 030・8083 青森市安方ー丁目 1 -32 水産ビル 5階 

■募集期間 5月 25 日まで 
※資料をご希望の方は企画課までお問い合せください。（内線 461・462) 
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健 康 推 進 課 合35-2111（内線223・224・225) 
保健センター金木 公53-2111（内線154・155・156) 
保健センター市浦 B27-7733 

（ みんなの健康相談室 ） 
生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関すること、 

ストレスや心の相談などに保健師が応じます。 

健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。 

地区 開催場所 開催日 開催時間 

五所川原 保健センター五所川原 5月 9日困 

10:00 - 12:00 金 	木 保健センター金木 
5月 11日国 

市 	浦 保健センター市浦 

（  歯周疾患検診 ） 
今年度も歯周疾患検診を実施します。年に一度は、自分の 

歯とお口の健康をチェックし、歯周疾患を予防しましょう。 

◆対象者・・・年度内年齢が 40 歳・50 歳・60 歳・70 歳の市民 

40 歳（ S 42 年 4 月 1日～ 43 年 3 月 31日） 

50 歳（ S 32 年 4 月 1日～ 33 年 3 月 31日） 

60 歳（ S 22 年 4 月1日～ 23年 3 月 31日） 

70 歳（ S 12 年 4 月 1日～ 13 年 3 月 31日） 

◆実施期間・・・20 年 3 月 31日（月）まで 

◆申込方法・・・実施歯科医療機関窓口に申込み、受診してく 

ださい（保険証をご持参ください）。 
◆料 金・・・国民健康保険被保険者・生活保護世帯・70 歳 

の方（ S 12. 4. 1~ 13. 3.31）は無料。その他の保険被 

保険者は 500 円 
※治療が必要な場合は、自己負担となります。 

◆内 容 間診、口腔内診査 

実施歯科医療機関（アイウエオ順） 

あすなろ歯科医院 アップル歯科医院 

えびなフアミリー歯利」 エルム歯科．小児歯科 

小原歯科医 工藤歯科医院 

黒部歯科医院 小嶋歯科医院 

小材噛科医院 ささき歯科医院 

市浦歯科診療所（市浦） 渋谷歯科診療所（金木町） 

清藤歯科医院 高満歯科医院 

田附歯科医院 田中歯科クリニック（金木町） 

津島歯科医院（金木町） 津島歯科診療所 

飛嶋歯和天院 中嶋歯科医院 

成田歯科診療所 ひろし歯科医院 

平山歯科医院 広田歯科医院 

福士歯科医院 福士歯科医院（金木町） 

本町歯科医院 宮川歯科クリニック 

ーなつどまり「希望0)蒙丁碩地親子指導一 

コ駿ュニティサポート・すてっぶ開催のお知らせ 

なんとなく育てにくい、落ち着きがないなどを感じて
いるお子さんとお母さんに対して、具体的な遊びやかか

わりのプログラムを通してアドバイスを行います。 

日 時 I 平成 19 年 6 月 28 日（利 10 : 00~ 14 : 30 
会 場 I 保健センター五所川原 

対 象：就学前の幼児と保護者 10 組程度 

費 用：1人 500 円（昼食・おやつ） 

内 容’リズム体操・健康体操・親子遊び 

申込締切】5 月 18 日（翻 

申込先】健康推進課 

vv 古紙配合率100% 

五所川原市食生活改善推進員会 

~）～地場産品を使ったおやつ～ 

喜 
1人分 341 kcal 塩分 1.lg 

■材料（4人分） 

じゃがいも 	4個 サラダ油 	大さじ 2 
たまねぎ 	V2個 ツナ缶 	小1 缶 

ピーマン 	3個 溶けるチーズ 	100 g 
塩・こしょう…少々 	トマト 	1/2個 

■作り方 
①じゃがいもは皮を剥いてせん切りにし、他の野菜は薄

い輪切りにする。 
②フライパンにサラダ油を熱し、じゃがいもを並べる。 

フタをして両面を蒸し焼きにし、塩・こしょうをふる。 
，③②の上に玉ねぎ・トマト・ツナをのせ、その上にチー 

ズを散らしてからピーマンをのせてフタをし、さらに

焼く。 

※この料理のポイントは、じゃがいもをせん切りにし
てからは洗わずに使う事です。加熱した際にデンプ
ンが糊化し生地としてまとまるため、洗うとデンプ
ンが流れてしまって生地がまとまりにくくなるか 

らです。 	
ノ 

救急医療当番医 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

5月 3日 木
  

健生五所川原診療所 ーッ谷508 -? 35 - 2542 

5月 4日 金
  

増田病院 新町旧 35 - 2726 

5月 5日 土
  

永田小児科アレルギー科
内科医院 

ーッ谷549 -7 34 一 5611 

5月 6日 口
U
  

かねひらクリ二ック 旭町 55-2 35 一 3167 

5月13日 口
ロ
 

木村内科医院 
松島町 2 丁目 
89 - 4 35 一 28巧 

※ 1. 対応時間（電話で確認）9 時カら 17 時まで 
2．その他、消防署（救急病院紹介客34-4999) でも紹介します。 

（ 献血のこ案内（バス巡回）う 
期 	日 時 間 場 	 所 

5月22 日（火） 9 :30~ 11 :00 五所川原警察署 

5月 27 日（日） 10 :00~ 16 :00 イト一ョ一力ド一・工

ルムの街 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 19年 5 月 1 日 14 


